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京　　都］ 0．30 8　　24．8 197 9　　19，7 10　　18．0
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奎　　　北　　　　1 0．43 6　　45．6 212 7　40．6 8　　41，5
天界154 159
　　　　　　　　　昭和九年二回忌夜の天室
　　　　　　　　　　　　（恒星時Sidereal　Time　6時）
日本の中央部（京阪醐方）で
　　　　　　　　2月1日ならば午後9時　　　15日ならば午後8時
東京は約15分早くr紅白は約20分遅く現はる・但し時刻は日本中央標準時
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金星が近日黙に
海王星と刀と會合
金星が内合
木星と月と真庭
木星が停留
土星が合
∬一一天
水星と金星と開合（水星
0。8！北）
金星と月と會合
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土星と月と會合
火星と月と縮合
水星と月と催合
水星が近日黒占に
天王星と月と會合
木星が遠日黒占に
水星停留
金星停留
水星と火星と會合（水星4。28！北）
160 天界154
今年二月の庫天i
　今度から始めて，年に4度，南半球に住む人々のための星空案内圖を欝く，此の圖は
南緯35あたりの地に住む人々のために謁いたものである・今月の圖の恒星時は，第159
：頁のと同誌に6時0分である・
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　　　　　　　　　　　　　　　南　の　星　空
　今が夏の眞盛りの南國では，日没後，まもなく南々東の空から北々西へ銀河の箒が
天頂をよぎり，オリオン，大犬，怯者等の美し）・星座が子午線に迫る．エリダン河と
其の南端にあるカノープス巨星も見事である・南東の空からは十字架とセンタウル座
の二巨星が昇って，來てやがて訪れる秋冷の氣候を約束するやうに見える，南極から
カノ1プスへの中間には南天濁特の大マゼラン雲が今最も夏い槻望時機であるが，南
西の可なり高）・空には小マゼラン雲も見えてみる・叉，双眼鏡で，アルゴ船の大星座
を見るのも面白い．
